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看護婦の喫煙行動に関する調査研究
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　全国の国立病院および国立療養所256ヵ所から無作為抽出によって14施設を選び，看護職員の喫煙に関す

る実態調査を行った。主な結果は以下の通りである。

1)　看護士および看護婦の喫煙率は，67.8, 18.5％であり，一般成人よりも高い傾向にあった。

2)　看護婦の喫煙率は30歳代で最も高く，20歳代で最も低かった。毎日喫煙の開始年齢は20～24歳が最も

多いと推測された。

3)　看護資格別にみると准看護婦の喫煙率が高かった。

4)　看護婦になって良かったと思っている看護婦の喫煙率は低く，思っていない看護婦は高かった。

5)　喫煙看護婦の80％がたばこをやめようと考えたことがあり，44％が禁煙に真剣に取り組んだことがあ

ると答え，80％が禁煙を望んでいた。したがって，看護婦に対する禁煙教育の必要性が考えられる。

6)　喫煙に関する考え方で，看護婦の93％が女性は胎児や乳児の健康のためにたばこを吸うべきでないと

答えたが，医療従事者としてたばこを吸うべきでないという考え方に賛成したのは30％しかなかった。
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